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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　糖蜜の粘度を所要の低い粘度となるように調整する粘度調整工程と、

　該粘度調整工程により所要の低い粘度とした糖蜜に、硫酸と、カルシウムの塩、水酸化

物、塩化物または酸化物とを添加し、複塩である硫酸カリウム・カルシウムを析出させる

析出工程と、

　該析出工程により得られた固液混合物を固液分離し、液部であり蔗糖を含む含酸素化合

物の溶液と、固形部である硫酸カリウム・カルシウムとを分画する分画工程とを備えてお

り、

　前記析出工程において、前記所要の低い粘度とした糖蜜の前記硫酸の添加量を４～８％

とし、かつ前記硫酸の添加量、および前記カルシウムの塩の添加量は、前記所要の低い粘

度とした糖蜜に含まれるカリウムイオンのモル量に対し、硫酸イオンのモル量が０．５～

１．０倍量、かつカルシウムイオンのモル量が０．０８～０．１５倍量となる量である

　糖蜜に含まれる含酸素化合物と塩類とを分画する方法。

【請求項２】

　前記粘度調整工程における糖蜜の粘度調整が、糖蜜の加温、および糖蜜に対し水または

水溶性の溶媒を添加することにより行われる

　請求項１の糖蜜に含まれる含酸素化合物と塩類とを分画する方法。

【請求項３】

　前記粘度調整工程における糖蜜の粘度調整後の固液の重量比が１：１となるように調整
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さ れ て い る

　 請 求 項 １ ま た は ２ の 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

更 に 詳 し く は 、 糖 蜜 を 処 理 し て 、 塩 類 を 析 出 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 分 離 器 、 ま た は 濾 過

器 な ど の ご く 一 般 的 な 固 液 分 離 装 置 に よ る 固 液 分 離 を 可 能 に し て 、 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を

簡 単 か つ 効 率 的 に 分 画 す る こ と が で き る 、 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を 分 画 す る 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 サ ト ウ キ ビ か ら 砂 糖 を 精 製 す る 際 に 生 じ る 副 産 物 で あ る 糖 蜜 （ 廃 糖 蜜 と も い わ れ る ） は

、 糖 分 以 外 の 成 分 も 含 ん だ 粘 度 が 高 い 黒 褐 色 の 液 体 で あ る 。 こ の サ ト ウ キ ビ 由 来 の 糖 蜜 に

は 、 多 く の 有 用 な 成 分 が 含 ま れ て い る こ と が 分 か っ て い る 。 そ の 組 成 は 、 糖 分 、 塩 類 、 水

分 、 蛋 白 質 、 有 機 酸 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル な ど で あ り 、 近 年 、 糖 蜜 そ の も の だ け で は な く 、 糖

蜜 を 各 種 方 法 で 分 画 し て 得 ら れ る 画 分 を 有 効 に 利 用 す る た め に 、 様 々 な 研 究 が 行 わ れ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 糖 蜜 を 分 画 し て 得 ら れ る 画 分 を 、 各 種 分 野 で 利 用 す る 技 術 は す で に あ り 、 一 例 と し て は

特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 「 糖 蜜 分 画 物 」 が あ る 。 こ の 糖 蜜 分 画 物 は 、 さ と う き び 由 来 の 糖

蜜 類 で あ る 糖 蜜 お よ び ／ ま た は 糖 蜜 ア ル コ ー ル 発 酵 蒸 留 残 渣 お よ び ／ ま た は 黒 糖 ア ル コ ー

ル 発 酵 蒸 留 残 渣 よ り 得 ら れ る 分 子 量 ２ 万 以 下 の 美 白 作 用 お よ び ／ ま た は 消 臭 作 用 を 有 す る

糖 蜜 分 画 物 で あ り 、 食 品 、 嗜 好 品 、 化 粧 品 、 石 鹸 や シ ャ ン プ ー な ど の ト イ レ タ リ ー 品 、 洗

剤 、 医 薬 部 外 品 、 環 境 分 野 な ど で 安 価 で 広 く 使 用 で き る も の と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 な お 、 糖 蜜 分 画 物 と し て は 、 上 記 の 他 に も 、 い わ ゆ る 各 種 含 酸 素 化 合 物 が 考 え ら れ る 。

含 酸 素 化 合 物 と し て は 、 例 え ば 溶 剤 ま た は 種 々 の 化 成 品 の 中 間 原 料 と し て 有 用 な ア ル コ ー

ル 類 な ど が あ げ ら れ る 。 糖 蜜 に 限 ら ず 、 様 々 な 材 料 か ら 得 ら れ た 含 酸 素 化 合 物 を 、 例 え ば

発 酵 原 料 、 化 学 品 原 料 、 飼 料 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 燃 料 な ど と し て 利 用 す る 技 術 は 公 知 で あ り

、 す で に 広 く 活 用 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ の 明 細 書 の 段 落 番 号 〔 ０ ０ ２ ６ 〕 、 〔 ０

０ ２ ７ 〕 、 〔 ０ ０ ２ ８ 〕 お よ び 〔 ０ ０ ２ ９ 〕 に は 、 糖 蜜 分 画 物 か ら 、 残 留 す る 塩 類 を イ オ

ン 交 換 樹 脂 処 理 、 電 気 透 析 処 理 、 あ る い は 合 成 吸 着 剤 処 理 な ど に よ り 除 去 す る こ と が 開 示

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う に 、 糖 蜜 分 画 物 か ら 、 残 留 す る 塩 類 を 除 去 、 ま た は 低 減 す る こ と で 、 画 分 と し

て の 塩 類 の 、 容 易 か つ 効 果 的 な 利 用 を 図 る と 共 に 、 塩 類 を 除 去 、 ま た は 低 減 し た 含 酸 素 化

合 物 な ど の 糖 蜜 分 画 物 に お い て 、 脱 塩 が 有 効 な 場 合 で は 、 脱 塩 に よ る 各 種 機 能 性 、 お よ び

有 用 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ２ １ ９ ０ ８ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 従 来 の 発 明 の 明 細 書 に 記 載 の 、 糖 蜜 分 画 物 か ら 、 残 留 す る 塩 類 を イ オ ン 交 換 樹 脂 処

理 、 電 気 透 析 処 理 、 あ る い は 合 成 吸 着 剤 処 理 な ど に よ っ て 分 画 す る 場 合 で は 、 い ず れ も 高

価 な 装 置 が 必 要 で あ る だ け で な く 、 処 理 に 長 時 間 を 要 す る 。 す な わ ち 、 糖 蜜 分 画 物 に 残 留

し て い る 塩 類 を 分 画 す る 際 に は 、 塩 類 が 析 出 す る な ど し て 固 液 が 分 離 し て い る わ け で は な

く 、 塩 類 が 溶 液 中 に 溶 け た 状 態 か ら 分 画 す る の で 、 処 理 に 長 時 間 を 要 し 、 作 業 効 率 が よ く
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な い と い う 課 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ り 、 糖 蜜 を 処 理 し て 画 分 を 得 る 工 程 に

お い て 、 塩 類 を 析 出 さ せ る こ と に よ り 、 遠 心 分 離 器 、 ま た は 濾 過 器 な ど の ご く 一 般 的 な 固

液 分 離 装 置 に よ る 固 液 分 離 を 可 能 に し て 、 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を 簡 単 か つ 効 率 的 に 分 画 す

る こ と が で き る 、 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を 分 画 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目

的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ １ ） 本 発 明 は 、 糖 蜜 の 粘 度 を 所 要 の 低 い 粘 度 と な る よ う に 調 整 す る 粘 度 調 整 工 程 と 、 該

粘 度 調 整 工 程 に よ り 所 要 の 低 い 粘 度 と し た 糖 蜜 に 、 硫 酸 と 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、

塩 化 物 ま た は 酸 化 物 と を 添 加 し 、 複 塩 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 析 出 さ せ る 析 出

工 程 と 、 該 析 出 工 程 に よ り 得 ら れ た 固 液 混 合 物 を 固 液 分 離 し 、 液 部 で あ り 蔗 糖 を 含 む 含 酸

素 化 合 物 の 溶 液 と 、 固 形 部 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム と を 分 画 す る 分 画 工 程 と を 備

え る 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ ２ ） 本 発 明 は 、 前 記 粘 度 調 整 工 程 に お け る 糖 蜜 の 粘 度 調 整 が 、 糖 蜜 の 加 温 、 お よ び 糖 蜜

に 対 し 水 ま た は 水 溶 性 の 溶 媒 を 添 加 す る こ と に よ り 行 わ れ る 、 上 記 （ １ ） の 発 明 に 係 る 糖

蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま ず 、 糖 蜜 の 粘 度 調 整 を 糖 蜜 の 温 度 の 調 整 に よ り 行 う 場 合 は 、 糖 蜜 を 加 温 し 、 温 度 を 例

え ば ５ ０ ℃ 程 度 に 上 昇 さ せ る こ と に よ っ て 、 水 な ど で 希 釈 す る こ と な く 糖 蜜 の 粘 度 を あ る

程 度 低 下 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 水 ま た は 水 溶 性 の 溶 媒 を 添 加 す る こ と で 糖 蜜 の

粘 度 を 低 下 さ せ る 場 合 は 、 こ れ に よ り 希 釈 さ れ る の で 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化

物 ま た は 酸 化 物 な ど の 添 加 物 が 分 散 し や す く 、 混 ざ り や す く な る 。 望 ま し く は 、 糖 蜜 を 加

温 し て 粘 度 を 低 下 さ せ た 後 、 水 ま た は 水 溶 性 の 溶 媒 を 添 加 し 、 希 釈 す る の が よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ ３ ） 本 発 明 は 、 前 記 粘 度 調 整 工 程 に お け る 糖 蜜 の 粘 度 調 整 後 の 固 液 の 重 量 比 が １ ： １ と

な る よ う に 調 整 さ れ て い る 、 上 記 （ ２ ） の 発 明 に 係 る 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類

と を 分 画 す る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 場 合 、 こ の 固 液 比 で 粘 度 が 好 適 に 調 整 さ れ る こ と に よ り 、 希 釈 糖 蜜 に 対 し 硫 酸 が 混

ざ り や す く な り 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 も よ く 分 散 し 溶 解 し て

、 糖 蜜 と こ れ ら 添 加 物 を 効 率 よ く 反 応 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ ４ ） 本 発 明 は 、 前 記 硫 酸 の 添 加 量 、 お よ び 前 記 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た

は 酸 化 物 の 添 加 量 は 、 前 記 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 に 対 し 、 硫 酸 イ オ ン

の モ ル 濃 度 が 0.5～ 1.0倍 量 、 か つ カ ル シ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 が 0.08～ 0.15倍 量 と な る 量

で あ る 、 上 記 （ １ ） 、 （ ２ ） ま た は （ ３ ） の 発 明 に 係 る 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩

類 と を 分 画 す る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 場 合 は 、 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム の う ち ７ ０ ～ ８ ０ ％ 程 度 を 回 収 す る こ と が で き る

。 す な わ ち 、 硫 酸 の 添 加 量 、 お よ び カ ル シ ウ ム 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 の 添 加

量 を 、 上 記 モ ル 濃 度 と な る よ う に 調 整 す る こ と に よ り 、 カ リ ウ ム の 除 去 率 を 、 現 実 的 な 上

限 値 （ ８ ０ ％ 程 度 ） に 近 い 好 ま し い 範 囲 （ ７ ０ ～ ８ ０ ％ ） に 収 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 な お 、 硫 酸 の 添 加 量 、 お よ び カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 の 添 加 量

が 、 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 に 対 し 、 硫 酸 イ オ ン の モ ル 濃 度 が 0.5倍 量

、 か つ カ ル シ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 が 0.08倍 量 と な る 量 に 満 た な い 場 合 は 、 カ リ ウ ム の 回

収 率 が 、 現 実 的 な 上 限 値 よ り 相 当 に 低 く な り 、 カ リ ウ ム を 効 果 的 に 回 収 で き な い た め 実 用
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性 に 劣 る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 硫 酸 の 添 加 量 、 お よ び カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 の 添 加 量

が 、 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 に 対 し 、 硫 酸 イ オ ン の モ ル 濃 度 が 1.0倍 量

（ 等 倍 量 ） 、 か つ カ ル シ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 が 0.15倍 量 と な る 量 を 超 え て も 、 カ リ ウ ム

の 回 収 率 が 、 現 実 的 な 上 限 値 か ら ほ と ん ど 上 が ら な い 。

　 こ の た め 、 上 記 モ ル 濃 度 を 超 え る 量 を 添 加 し た 場 合 は 、 超 え た 分 が 実 質 的 に 無 駄 に な る

。 更 に は 、 固 形 部 で あ る 沈 殿 物 が 増 え る た め 、 得 ら れ る 液 部 が 少 な く な り 、 好 ま し く な い

。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 作 用 ）

　 本 発 明 の 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 に よ れ ば 、 糖 蜜 を 処 理 し

て 画 分 を 得 る 工 程 に お い て 、 塩 類 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 析 出 さ せ る こ と に よ

り 、 遠 心 分 離 器 、 ま た は 濾 過 器 な ど の ご く 一 般 的 な 固 液 分 離 装 置 に よ る 固 液 分 離 を 可 能 に

し て 、 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を 簡 単 か つ 効 率 的 に 分 画 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 す な わ ち 、 糖 蜜 の 粘 度 を 所 要 の 低 い 粘 度 と な る よ う に 調 整 す る 粘 度 調 整 工 程 を 経 る こ と

に よ り 、 糖 蜜 を 流 動 し や す く し て 、 添 加 物 が 混 合 し や す い よ う に す る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 糖 蜜 と 添 加 物 と の 反 応 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 粘 度 調 整 工 程 に よ り 所 要 の 低 い 粘 度 と し た 糖 蜜 に 、 硫 酸 と 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物

、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 と を 添 加 し 、 複 塩 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 析 出 さ せ る 析

出 工 程 を 経 る こ と に よ り 、 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 、 塩 類 を 固 液 混 合 し た 態 様 で 、

液 部 （ 主 に 含 酸 素 化 合 物 溶 液 ） と 固 形 部 （ 塩 類 ） に 分 離 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て 、 こ の 分 離 態 様 と す る こ と に よ り 、 例 え ば 遠 心 分 離 器 、 ま た は 濾 過 器 な ど の ご く

一 般 的 な 固 液 分 離 装 置 を 使 用 し て 固 液 分 離 を す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 析 出 工 程 に よ り 得 ら れ た 固 液 混 合 物 を 固 液 分 離 し 、 液 部 で あ り 蔗 糖 を 含 む 含 酸 素 化 合 物

の 溶 液 と 、 固 形 部 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム と を 分 画 す る 分 画 工 程 を 経 る こ と に よ

り 、 画 分 と し て の 含 酸 素 化 合 物 溶 液 、 お よ び 塩 類 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 得 る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う な 分 画 に よ り 塩 類 （ 無 機 塩 の 複 塩 ） で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 除 去 、

ま た は 低 減 し た 含 酸 素 化 合 物 に お い て 、 脱 塩 が 有 効 な 場 合 で は 、 脱 塩 に よ る 各 種 機 能 性 、

お よ び 有 用 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 得 ら れ た 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム は 、

カ ル シ ウ ム 塩 お よ び カ リ ウ ム 塩 と し て 存 在 し 、 例 え ば 肥 料 の 材 料 と し て 、 容 易 か つ 効 果 的

な 利 用 を 図 る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 は 、 糖 蜜 を 処 理 し て 画 分 を 得 る 工 程 に お い て 、 塩 類 を 析 出 さ せ る こ と に よ り 、 遠

心 分 離 器 、 ま た は 濾 過 器 な ど の ご く 一 般 的 な 固 液 分 離 装 置 に よ る 固 液 分 離 を 可 能 に し て 、

含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 を 簡 単 か つ 効 率 的 に 分 画 す る こ と が で き る 、 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化

合 物 と 塩 類 を 分 画 す る 方 法 を 提 供 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 糖 蜜 に 含 ま れ る 含 酸 素 化 合 物 と 塩 類 と を 分 画 す る 方 法 の 工 程 を 示 す 説 明

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 硫 酸 の 添 加 量 の 調 整 に 伴 う 含 酸 素 化 合 物 溶 液 の 回 収 率 と 、 カ リ ウ ム の 回 収 率 を 示

す グ ラ フ で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 を 図 １ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 方 法 を 適 用 す る サ ト ウ キ ビ 由 来 の 原 糖 蜜 の 組 成 の 一 例 を 挙 げ れ ば 、 水 分 が ２ ０

ｗ ｔ ％ 、 糖 分 が ４ ５ ｗ ｔ ％ 、 塩 類 が ２ ０ ｗ ｔ ％ 、 そ の 他 （ ポ リ フ ェ ノ ー ル 、 有 機 酸 、 蛋 白

質 な ど ） が １ ５ ｗ ｔ ％ で あ る 。 な お 、 上 記 原 糖 蜜 以 外 に も 、 サ ト ウ キ ビ ジ ュ ー ス 、 ま た は

そ の 濃 縮 液 を 、 発 明 の 方 法 を 適 用 す る 材 料 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 の 分 画 方 法 を 各 工 程 ご と に 説 明 す る 。

　 図 １ を 参 照 す る 。

＜ 粘 度 調 整 工 程 ＞

　 原 糖 蜜 の 粘 度 を 所 要 の 低 い 粘 度 と な る よ う に 調 整 し 、 所 要 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） を

有 す る 希 釈 糖 蜜 を 得 る 。 こ の 粘 度 調 整 工 程 を 経 る こ と に よ り 、 糖 蜜 を 流 動 し や す く し て 、

硫 酸 や カ ル シ ウ ム の 塩 な ど の 添 加 物 が 混 合 し や す い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 特 に 、 糖 蜜 の 加 温 と 、 そ の 後 の 水 な ど の 溶 媒 に よ る 希 釈 に よ っ て 、 粘 度 調 整 を 行 っ た 後

の 希 釈 糖 蜜 の 固 液 の 重 量 比 が １ ： １ と な る よ う に 好 適 に 調 整 さ れ て い る と 、 希 釈 糖 蜜 に 対

し 硫 酸 が 混 ざ り や す く な り 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸 化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 も よ く 分 散

し 溶 解 す る の で 、 希 釈 糖 蜜 と こ れ ら 添 加 物 は 効 率 よ く 反 応 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 上 記 の よ う に 、 原 糖 蜜 を 水 で 希 釈 し 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 が 、 糖 蜜 ： 水 ＝ １ ： １ と な る よ

う に 粘 度 調 整 を 行 う 場 合 、 具 体 的 に は 、 原 糖 蜜 の 含 水 率 を 測 定 し 、 原 糖 蜜 か ら そ の 水 分 量

（ 含 水 量 ） を 除 い た 重 量 と 、 含 水 量 と 希 釈 水 分 量 を あ わ せ た 重 量 が 同 じ に な る よ う に 希 釈

す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 例 え ば 、 １ ０ ０ ０ ｇ の 原 糖 蜜 の 含 水 率 が ２ ５ ｗ ｔ ％ で あ っ た 場 合 、 含 水 量 は ２ ５ ０ ｇ で

あ り 、 水 以 外 の 部 分 の 重 量 は ７ ５ ０ ｇ で あ る 。 し た が っ て 、 原 糖 蜜 に 水 を ５ ０ ０ ｇ 混 ぜ て

希 釈 す る こ と で 、 固 液 比 １ ： １ の 希 釈 糖 蜜 が １ ５ ０ ０ ｇ 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

＜ 析 出 工 程 ＞

　 粘 度 調 整 工 程 に よ り 所 要 の 低 い 粘 度 と し た 希 釈 糖 蜜 に 、 硫 酸 と 、 カ ル シ ウ ム の 塩 、 水 酸

化 物 、 塩 化 物 ま た は 酸 化 物 と を 添 加 し 、 よ く 混 合 さ せ て 複 塩 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ

ウ ム を 析 出 さ せ る 。 こ の 際 、 条 件 （ 例 え ば 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 が １ ： １ に な る な ど ） に よ っ

て は 、 固 形 部 で あ る 沈 殿 物 （ シ ン ゲ ナ イ ト ： K 2 Ca(SO 4 ) 2 /H 2 O） が 生 じ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 析 出 工 程 を 経 る こ と に よ り 、 糖 蜜 に 含 ま れ る 蔗 糖 を 主 成 分 と し た 含 酸 素 化 合 物 と 、

同 じ く 糖 蜜 に 含 ま れ 析 出 し た 塩 類 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 固 液 混 合 し た 態 様 で

、 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 ） と 固 形 部 （ 塩 類 ） に 分 離 す る こ と が で き る 。 化 学 反 応 式 は 次 の 通

り で あ る 。

２ Ｋ
＋

＋ Ｃ ａ
２ ＋

＋ ２ （ Ｓ Ｏ ４
２ －

） ⇔ Ｋ ２ Ｃ ａ （ Ｓ Ｏ ４ ） ２

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 分 画 工 程 ＞

　 析 出 工 程 に よ り 得 ら れ た 固 液 混 合 物 を 固 液 分 離 し 、 液 部 で あ り 蔗 糖 を 含 む 含 酸 素 化 合 物

の 溶 液 と 、 固 形 部 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム と を 分 画 す る 。 こ の 分 画 工 程 を 経 る こ

と に よ り 、 画 分 と し て の 含 酸 素 化 合 物 、 お よ び 塩 類 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 得

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の よ う な 分 画 に よ り 得 ら れ た 、 塩 類 で あ る 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム を 除 去 、 ま た は

低 減 し た 含 酸 素 化 合 物 に お い て 、 脱 塩 が 有 効 な 場 合 で は 、 脱 塩 に よ る 各 種 機 能 性 、 お よ び
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有 用 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 す な わ ち 、 例 え ば 発 酵 原 料 、 飼 料 、 化 学 品 原 料 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 あ る い は 燃 料 な ど の 材

料 と な る 含 酸 素 化 合 物 に お い て 、 カ リ ウ ム の 含 有 量 が 低 減 さ れ た も の を 使 用 す る 場 合 、 そ

れ ぞ れ 次 の よ う な 有 用 性 が あ る 。 ま ず 、 発 酵 原 料 で は 、 微 生 物 の 生 育 阻 害 （ 発 酵 阻 害 ） の

低 減 、 精 製 工 程 の 付 加 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 飼 料 で は 、 家 畜 や 家 禽 に 対 す る 利 尿 作 用 の 抑 制 、 す な わ ち 屎 尿 排 を 低 減 さ せ る こ

と が で き る 。 化 学 品 原 料 で は 、 製 造 工 程 で の 影 響 を 改 善 で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 触 媒 変

換 効 率 の 向 上 に つ な が る 。 プ ラ ス チ ッ ク で は 、 不 純 物 の 削 減 に つ な が る 。 ま た 、 燃 料 と す

る と き に は 、 発 熱 量 （ 総 カ ロ リ ー ） が 増 え る の に 加 え て 、 特 に 固 体 燃 料 で は 燃 焼 後 の 灰 分

量 が 低 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 更 に 、 硫 酸 カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム は 、 カ ル シ ウ ム 塩 お よ び カ リ ウ ム 塩 と し て 存 在 し 、 例

え ば 肥 料 の 材 料 と し て 使 用 す る 場 合 、 ほ ぼ そ の ま ま の 態 様 で 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る の

で 、 容 易 か つ 効 果 的 な 利 用 を 図 る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

〔 実 施 例 １ 〕

　 こ こ で 、 ま ず 、 希 釈 糖 蜜 （ 固 液 比 １ ： １ ） の 作 り 方 に つ い て 説 明 す る 。

　 上 記 し た よ う に 、 原 糖 蜜 を 水 で 希 釈 し 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 が 、 糖 蜜 の 固 形 部 ： 水 ＝ １ ：

１ と な る よ う に す る 。 例 え ば 、 糖 蜜 １ ０ ０ ０ ｇ の 含 水 率 が ２ ５ ｗ ｔ ％ で あ っ た 場 合 、 含 水

量 は ２ ５ ０ ｇ で あ り 、 水 以 外 の 部 分 の 重 量 は ７ ５ ０ ｇ で あ る 。 つ ま り 、 原 糖 蜜 １ ０ ０ ０ ｇ

を ５ ０ ～ ６ ０ ℃ に 加 温 し 、 水 を ５ ０ ０ ｇ 混 ぜ て 希 釈 す る こ と で 、 固 液 比 １ ： １ の 希 釈 糖 蜜

１ ５ ０ ０ ｇ を 得 る こ と が で き る 。 そ の 後 に 、 遠 心 分 離 器 で 析 出 し た 塩 類 を 分 離 し 、 希 釈 液

（ 含 酸 素 化 合 物 ） １ ３ ５ ０ ｇ 、 固 形 部 （ 塩 類 、 シ ン ゲ ナ イ ト ） を 得 た 。 な お 、 硫 酸 お よ び

酢 酸 カ ル シ ウ ム の 添 加 量 （ ％ ） は 、 希 釈 液 １ ０ ０ に 対 す る 添 加 割 合 と し た 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 表 １ の 実 施 例 １ 、 お よ び 図 ２ を 参 照 す る 。

　 図 ２ は 、 硫 酸 の 添 加 量 の 調 整 に 伴 う 含 酸 素 化 合 物 溶 液 の 回 収 率 と 、 カ リ ウ ム の 回 収 率 を

示 す グ ラ フ で あ る 。 な お 、 図 示 の 便 宜 上 、 図 ２ で は 省 略 し て い る が 、 硫 酸 の 添 加 量 の 調 整

に 酢 酸 カ ル シ ウ ム の 添 加 量 の 調 整 も 伴 う も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 実 施 例 １ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

２ ％ 、 ４ ％ 、 ６ ％ 、 ８ ％ の 四 段 階 に 違 え て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は

酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は ２ ％ 、 ４ ％ 、 ６ ％ 、 ８ ％ の 四 段 階 に 違 え て 測 定 し て あ る

。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 硫 酸 濃 度 を ６ ％ 、 ８ ％ に 高 く し て 添 加 し た も の は 、 処 理 後 に お い て 高

く な っ て お り 、 硫 酸 濃 度 を ２ ％ 、 ４ ％ に 低 く し て 添 加 し た も の は 低 く な っ て い る 。 ま た 、

液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除

去 効 果 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 表 ２ を 参 照 す る 。

　 表 ２ は 、 実 施 例 １ に お け る 液 回 収 率 と カ リ ウ ム 回 収 率 を 示 す 。 希 釈 糖 蜜 の カ リ ウ ム 濃 度

が ３ ． ３ ｗ ｔ ％ で 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、 ４ ％ 、 ６ ％ 、 ８ ％ と し た も の は 、 カ リ ウ ム の 回 収 率

が 、 ７ ０ ． ９ ～ ７ ９ ． ３ ％ の よ う に 、 ほ ぼ ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 好 ま し い 範 囲 に 収 ま っ て い る 。

　 ま た 、 後 述 〔 比 較 例 ３ 〕 で 説 明 す る よ う に 、 同 条 件 で 処 理 時 間 を ５ 時 間 と し た 場 合 も 、

液 回 収 率 と カ リ ウ ム 回 収 率 に 大 き な 変 動 は な く 、 処 理 時 間 が ２ 時 間 と ５ 時 間 の 違 い で は 、
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処 理 に ほ ぼ 影 響 し な い こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 な お 、 液 回 収 率 と カ リ ウ ム 回 収 率 の 定 義 は 、 そ れ ぞ れ 次 の 通 り で あ る 。

液 回 収 率 ＝ （ （ 回 収 し た 液 の 重 量 ） ／ （ 希 釈 糖 蜜 の 重 量 ＋ 硫 酸 重 量 ＋ 酢 酸 Ｃ ａ 重 量 ） ） ×

１ ０ ０

カ リ ウ ム 回 収 率 ＝ （ （ 糖 蜜 中 の Ｋ 初 期 濃 度 × 原 液 量 － 回 収 液 中 の Ｋ 濃 度 × 回 収 液 量 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ （ 糖 蜜 中 の Ｋ 初 期 濃 度 × 原 液 量 ） ） × １ ０ ０

　 ま た 、 上 記 で 、 液 回 収 率 の 「 液 」 は 、 含 酸 素 化 合 物 溶 液 を 意 味 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 表 ３ を 参 照 す る 。

　 表 ３ は 、 実 施 例 １ に お い て 、 上 記 し た よ う に カ リ ウ ム 回 収 率 が 、 ほ ぼ ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 好

ま し い 範 囲 に 収 ま る よ う に す る た め の 、 硫 酸 の 添 加 量 、 お よ び カ ル シ ウ ム の 塩 で あ る 酢 酸

カ ル シ ウ ム の 添 加 量 が 、 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 に 対 し 、 硫 酸 イ オ ン の

モ ル 濃 度 が 0.5～ 1.0倍 量 、 か つ カ ル シ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 が 0.08～ 0.15倍 量 の 範 囲 と す

る こ と が 好 ま し い こ と を 説 明 す る 表 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 す な わ ち 、 加 え て 図 ２ お よ び 表 ２ に 示 す よ う に 、 希 釈 糖 蜜 の カ リ ウ ム 濃 度 が ３ ． ３ ｗ ｔ

％ 、 モ ル 濃 度 で ０ ． ０ ８ ４ ４ mol/Lの と き 、 硫 酸 を ４ ％ の 濃 度 で 添 加 す る と 、 カ リ ウ ム の

回 収 率 は ほ ぼ ７ ０ ％ ま で 上 昇 す る が 、 硫 酸 を そ れ 以 上 の 濃 度 で 加 え て も 、 カ リ ウ ム の 回 収

率 の 顕 著 な 上 昇 （ 液 中 の カ リ ウ ム 濃 度 の 顕 著 な 減 少 ） は 見 ら れ な い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 し た が っ て 、 希 釈 糖 蜜 に 含 ま れ る カ リ ウ ム イ オ ン の モ ル 濃 度 に 対 し て 、 硫 酸 イ オ ン は ０

． ５ (0.0399/0.0844)～ １ ． ０ (0.0798/0.0844)倍 量 （ 等 倍 量 ） の モ ル 濃 度 、 カ ル シ ウ ム イ

オ ン は ０ ． ０ ８ (0.006/0.0844)～ ０ ． １ ５ (0.013/0.0844)倍 量 の モ ル 濃 度 の 量 を 添 加 す る

こ と で 、 ７ ０ ～ ８ ０ ％ の カ リ ウ ム を 除 去 す る こ と が で き る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】 10
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

〔 実 施 例 ２ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ２ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、 50
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２ ． ５ ％ 、 ５ ％ 、 ７ ． ５ ％ の 三 段 階 に 違 え て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩

は 酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は ２ ． ５ ％ 、 ５ ％ 、 ７ ． ５ ％ の 三 段 階 に 違 え て 測 定 し て

あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 硫 酸 濃 度 を ２ ． ５ ％ 、 ５ ％ 、 ７ ． ５ ％ と し た も の は 、 す べ て 処 理 後 に

お い て 低 く な っ て い る 。 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、

こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 硫 酸 お よ び そ れ に 対 す る 酢 酸 カ ル シ

ウ ム の 添 加 量 を 増 や す と 、 カ リ ウ ム 濃 度 が 低 く な り 、 一 方 で 液 部 の 回 収 率 が 悪 く な る こ と

が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

〔 実 施 例 ３ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ３ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

何 れ も ５ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、

添 加 量 は ２ ． ５ ％ 、 ５ ％ の 二 段 階 に 違 え て 測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ

り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 添 加 し た 硫 酸 濃 度 が 同 じ で あ る に も か か わ ら ず 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム ２ ．

５ ％ の も の は 、 処 理 後 に お い て 低 く な っ て い る が 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム ５ ％ の も の は 、 逆 に 高

く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、 こ

れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

〔 実 施 例 ４ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ４ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

す べ て ５ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、

添 加 量 は す べ て ２ ． ５ ％ で 測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 処 理 温 度 の

み 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） 、 冷 蔵 （ ４ ℃ ） 、 ４ ５ ℃ と 三 段 階 に 違 え て 測 定 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 す べ て 処 理 後 に お い て 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は

、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た が

、 上 記 処 理 温 度 の 条 件 の 違 い で は そ れ ほ ど 大 き な 変 動 は な か っ た 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

〔 実 施 例 ５ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ５ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

す べ て ５ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、

添 加 量 は す べ て ２ ． ５ ％ で 測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 処 理 温 度 の

み 、 ４ ０ ℃ 、 ５ ０ ℃ 、 ６ ０ ℃ 、 ７ ０ ℃ と 四 段 階 に 違 え て 測 定 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 す べ て 処 理 後 に お い て 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は

、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た が

、 上 記 処 理 温 度 の 条 件 の 違 い で は そ れ ほ ど 大 き な 変 動 は 認 め ら れ な か っ た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

〔 実 施 例 ６ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。
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　 実 施 例 ６ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

何 れ も ５ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 酢 酸

カ ル シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ） で あ り 、 添 加 量 は 、 何 れ も ２ ． ５ ％ で

測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ ～ ２ ４ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る

。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 何 れ も 処 理 後 に お い て 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は

、 処 理 後 に お い て 何 れ も 低 く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た が

、 上 記 カ ル シ ウ ム の 塩 の 違 い に よ る 大 き な 変 動 は 認 め ら れ な か っ た 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

〔 実 施 例 ７ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ７ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

２ ． ５ ％ 、 ２ ． ５ ％ 、 ５ ％ 、 ５ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 酢

酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は す べ て ２ ． ５ ％ で 測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ ４

時 間 で あ り 、 処 理 温 度 を 常 温 （ ２ ０ ℃ ） 、 冷 蔵 （ ４ ℃ ） 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） 、 冷 蔵 （ ４ ℃ ）

と 違 え て 測 定 し て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 添 加 し た 酢 酸 カ ル シ ウ ム の 添 加 量 が 同 じ で あ る に も か か わ ら ず 、 硫 酸

の 添 加 量 ２ ． ５ ％ の も の は 、 処 理 後 に お い て 低 く な る か 同 じ で あ る が 、 硫 酸 の 添 加 量 ５ ％

の も の は 、 逆 に 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低

く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

〔 実 施 例 ８ 〕

　 表 １ を 参 照 す る 。

　 実 施 例 ８ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

８ ％ 、 ８ ％ 、 ８ ％ 、 ８ ％ 、 ８ ％ と し て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 酢 酸

カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は ６ ％ 、 ８ ％ 、 １ ０ ％ 、 １ ２ ％ 、 ２ ６ ％ の 五 段 階 に 違 え て 測 定

し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム 濃 度 を ６ ％ 、 ８ ％ と し て 添 加 し た も の は 、 処 理 後 に お

い て 高 く な っ て お り 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム 濃 度 を １ ０ ％ 、 １ ２ ％ 、 ２ ６ ％ と し て 添 加 し た も の

は 低 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り

、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 実 施 例 ８ か ら 、 硫 酸 ８ ％ に 対 し 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム の 濃 度 を ６ ～ １ ２ ％ の 範 囲 で 変 え て も

、 カ リ ウ ム 濃 度 の 減 少 に 大 き な 変 化 は な い 。 ま た 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム ２ ６ ％ の 添 加 で 、 カ リ

ウ ム 濃 度 が １ ． ２ ｗ ｔ ％ に 下 が っ て い る の で 、 量 論 値 に 近 い ほ ど カ リ ウ ム の 除 去 （ 回 収 ）

効 果 は 上 が る こ と が 分 か っ た 。 し か し 、 液 の 回 収 率 は 固 液 分 離 の 比 率 （ 液 部 の 回 収 率 ） に

顕 著 な 違 い は 見 ら れ な い の で 、 カ リ ウ ム 濃 度 の 初 期 値 が ３ ． ３ ｗ ｔ ％ で あ る 場 合 、 硫 酸 ８

ｗ ｔ ％ の 添 加 の 時 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム の 添 加 量 は ８ ％ で 十 分 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

〔 比 較 例 １ 〕

　 表 ４ を 参 照 す る 。

　 比 較 例 １ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の み 、 濃 度 ８

％ で 添 加 し 、 カ ル シ ウ ム 塩 は 、 添 加 せ ず に 測 定 し た 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、

常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理

後 に お い て や や 低 く な っ て お り 、 若 干 の カ リ ウ ム の 回 収 が で き た こ と が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

〔 比 較 例 ２ 〕

　 表 ４ を 参 照 す る 。

　 比 較 例 ２ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 希 釈 糖 蜜 に 硫 酸 を

添 加 せ ず 、 カ ル シ ウ ム 塩 と し て 酢 酸 カ ル シ ウ ム の み 、 濃 度 ２ ６ ％ で 添 加 し て 測 定 し た 。 そ

し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶 液 ）

の 硫 酸 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て 若 干 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理

後 に お い て や や 低 く な っ て お り 、 若 干 の カ リ ウ ム の 回 収 が で き た こ と が 認 め ら れ た 。

　 こ の こ と か ら 分 か る よ う に 、 硫 酸 の み 、 ま た は 酢 酸 カ ル シ ウ ム の み を 加 え て も 、 若 干 の

カ リ ウ ム の 回 収 効 果 は 認 め ら れ る が 、 相 互 の カ リ ウ ム 濃 度 の 減 少 に 大 き な 差 は な か っ た 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

〔 比 較 例 ３ 〕

　 表 ４ を 参 照 す る 。

　 比 較 例 ３ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 は 添 加 せ ず 、

添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は 、 １ ％ 、 ３ ％ 、 ５ ％ 、 １ ０ ％

で 違 え て 測 定 し て あ る 。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ２ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ

る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 何 れ も 処 理 後 に お い て や や 高 く な っ て い る 。 ま た 、 液 部 の カ リ ウ ム 濃

度 は 、 処 理 後 に お い て 何 れ も 高 く な っ て お り 、 添 加 し た 硫 酸 カ ル シ ウ ム の 沈 殿 物 が 確 認 さ

れ た 。 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除 去 効 果 は 認 め ら れ ず 、 硫 酸 を 添 加 し な け れ ば 、 カ ル シ ウ ム

の 塩 が 硫 酸 カ ル シ ウ ム で あ っ て も 、 カ リ ウ ム の 除 去 が で き な い こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ７ ０ 】
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【 表 ４ 】

【 ０ ０ ７ １ 】

〔 比 較 例 ４ 〕

　 表 ５ を 参 照 す る 。 50
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　 比 較 例 ４ で は 、 希 釈 糖 蜜 の 固 液 比 （ 固 液 の 重 量 比 ） が １ ： １ で あ り 、 硫 酸 の 添 加 量 を 、

２ ％ 、 ４ ％ 、 ６ ％ 、 ８ ％ の 四 段 階 に 違 え て 測 定 し て い る 。 ま た 、 添 加 す る カ ル シ ウ ム 塩 は

酢 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、 添 加 量 は ２ ％ 、 ４ ％ 、 ６ ％ 、 ８ ％ の 四 段 階 に 違 え て 測 定 し て あ る

。 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 は ５ 時 間 で あ り 、 常 温 （ ２ ０ ℃ ） で の 測 定 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 そ し て 、 固 液 混 合 物 の 態 様 で 固 液 が 分 離 し た 後 の 、 遠 心 分 離 後 の 液 部 （ 含 酸 素 化 合 物 溶

液 ） の 硫 酸 濃 度 は 、 硫 酸 濃 度 を ６ ％ 、 ８ ％ に 高 く し て 添 加 し た も の は 、 処 理 後 に お い て 高

く な っ て お り 、 硫 酸 濃 度 を ２ ％ 、 ４ ％ に 低 く し て 添 加 し た も の は 低 く な っ て い る 。 ま た 、

液 部 の カ リ ウ ム 濃 度 は 、 処 理 後 に お い て す べ て 低 く な っ て お り 、 こ れ に よ り カ リ ウ ム の 除

去 効 果 が 認 め ら れ た 。

　 な お 、 上 記 の よ う に 同 条 件 で 処 理 時 間 を ５ 時 間 と し た 場 合 も 、 液 回 収 率 と カ リ ウ ム 回 収

率 に 大 き な 変 動 は な く 、 処 理 時 間 が ２ 時 間 と ５ 時 間 の 違 い で は 、 処 理 結 果 に ほ ぼ 影 響 し な

い こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

【 表 ５ 】

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 本 明 細 書 で 使 用 し て い る 用 語 や 表 現 は 、 あ く ま で も 説 明 上 の も の で あ っ て 、 な ん ら 限 定

的 な も の で は な く 、 本 明 細 書 に 記 述 さ れ た 特 徴 と 等 価 の 用 語 や 表 現 を 除 外 す る 意 図 は な い

。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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